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本論文では, 結び目理論における有益な不変量の１つである符号数を, 有理型絡み目に焦点を
絞って研究した.
定理 1 有理型絡み目 C(a1; a2; ¢ ¢ ¢ ; a2k+1) のGoeritz行列 G は次のように与えられる．
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ここで,
(i) i が奇数のとき，biの個数は `i (ただし，`i = jaij ¡ 1 とおく．) で，
bi =
(
2 (ai > 0)
¡2 (ai < 0)
　;　"i = ¡sign ai
(ii) i が偶数のとき，
ci = ai + sign ai¡1 + sign ai+1　;　
(
"i¡1 = ¡sign ai¡1
"i = ¡sign ai
定理 2 G を定理 1において求めた Goeritz行列とする． jc2ij ¸ 2 (i = 1; 2; : : : ; k) のとき，
¾(G) =
kX
i=0
(a2i+1 ¡ sign a2i+1) +
kX
i=1
sign a2i
が成立する．
定理 3(Main Theorem) C(a1; a2; ¢ ¢ ¢ ; a2k+1) が oriented link のとき，
¾(C(a1; a2; ¢ ¢ ¢ ; a2k+1)) =
kX
i=0
(a2i+1 ¡ sign a2i+1) +
kX
i=1
sign a2i ¡ ¹
が成立する．ただし，¹ =
X
µ(P )　 ( P は type�の交点)
定理 2 を証明するために,次の補題を用いる．
補題 4
G =
0BBBBBBBB@
x1 ´1
´1 x2 ´2 0
´2 x3 ´3
. . . . . . . . .
0 ´n¡2 xn¡1 ´n¡1
´n¡1 xn
1CCCCCCCCA
とおく．ただし，n = `1 + `3 + ¢ ¢ ¢ + `2k+1 + k, ´i = §1 ，xi は bi あるいは ci． Gの最
初の i 行と i 列を取り出してできる行列を ¢i とする．このとき，i = 2; 3; : : : ; n に対して，
det¢i = xidet¢i¡1 ¡ det¢i¡2 が成り立つ. ここで, ¢0 = (1) とする.
補題 5 i = 0; 1; : : : ; n に対して，det¢i 6= 0 である. ゆえに，¢0;¢1;¢2; ¢ ¢ ¢ ;¢n は G の
¾-series である．
補題 6 jcij ¸ 2 (i = 2; 4; : : : ; 2k) ならば，i = 1; 2; 3; : : : ; n に対し¯¯¯¯
det¢i¡1
det¢i
¯¯¯¯
< 1
が成立する．
次に，C(a1; a2; ¢ ¢ ¢ ; a2k+1) を ai がすべて正の偶数である oriented 有理型絡み目とする．定
理 3を用いることで，¾(C(a1; a2; ¢ ¢ ¢ ; a2k+1)) = a1 + a3 + ¢ ¢ ¢+ a2k¡1 + a2k+1 ¡ 1 が成立するこ
とが証明できる．
